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1 はじめに
今現在，会話エージェントに使用されている音

声合成システムは，指定した文を声のプロフェッ
ショナルに読み上げさせたコーパスから構築さ
れている。しかし，読み上げ音声はインタラク
ション性，自発性，非流暢性などの面において会
話音声と異なる。そのような読み上げ音声から
合成した音声で話す会話エージェントに対して，
人間は他人と会話する時のような聞き手反応を
示さない [1]。これでは，相槌やフィラーなどの
反応から聞き手の理解状態を監視し適応的にふ
るまう対話システム [2]の利点が活かされない。
他方，会話エージェントの声を会話コーパスベー
スの合成音声にするだけで，ユーザの相槌は増
える [1]。
本研究は，これまでの会話音声合成の研究を

一歩進め，日常会話音声の合成を目指す。日常会
話には，インタラクションの背景となる環境の
違いや，アドレス先との社会的関係の違いに起
因するパラ言語的特徴の違いを有する特徴があ
る。会話音声合成研究の目標は，これらの違い
をモデル化することで，様々なインタラクション
場面に対応できる音声合成を実現することであ
る。本稿ではこの前段階として，日本語日常会話
コーパス [3]から韻律情報を，別の高品質なコー
パスからスペクトル情報を学習することにより，
読み上げ音声の合成と同等な品質を保ちつつ，イ
ントネーションや会話のリズムは会話音声その
ものであるような音声を合成することを試みる。

2 コーパス
本研究では，日本語日常会話コーパス (CEJC)

[3]を用いる。CEJCには日常場面で自発的に生
じた会話が収録されているため，会話音声の持
つ特質を適切にモデル化できる可能性がある。
CEJC の会話のうち調査協力者 3 名 (K001,

K002, K003)の音声を転記単位で分割し，笑い
声とマスク音を含む会話を取り除いた。さらに
今回は，発声様式が対面会話と大きく異なる電
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話音声を除外した。また，CEJCは録音レベルが
統制されていないため，発話内強度最大値のセッ
ションごとの平均が一定値になるよう，セッショ
ン単位で振幅の正規化を行った。

3 会話音声合成モデル
CEJCは録音品質が悪く，音声合成には向いて

いない。今回は，FastSpeech 2 [4]を使用した，
音声合成用コーパスおよび日常会話コーパスの
ハイブリッドモデリングを試みた。
まず，CEJCを用いてモデル全体を学習する。

次に JSUT [5]でファインチューニングを行う。
FastSpeech 2には，音声の韻律的特徴である du-

ration, pitch, energyの予測器が組み込まれてお
り，訓練用コーパスからそれぞれ個別に学習さ
れる。ファインチューニングの時には，duration

予測器と pitch予測器のモデルパラメータの更新
を行わずに，CEJCで学習したモデルパラメー
タを保存しておく。これにより韻律は日常会話
らしさを残しつつ，読み上げ音声合成と同等の
品質を実現できることが期待される。

4 合成音声の評価実験
4.1 実験方法
評価対象の合成音声として，以下の 3条件で

音声合成モデルを学習し，合成音声を作成した。

JSUT JSUTのみで学習したモデル

CEJC CEJCのみで学習したモデル

Hybrid CEJCモデルのスペクトル予測部のみ
をJSUTでファインチューニングしたモデル

訓練データは，JSUTが話者 1名の読み上げ
音声 (5.5 時間)，CEJC が話者 3 名の会話音声
(4.1時間)である。テスト用発話は，CEJCの話
者K001の発話のうち訓練データに含まれない連
続した 50発話 (ただし，同一発話は除く)とし，
上記の 3条件で合成した計 150発話を，順序は
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Table 1 評価実験の結果 (5段階平均)

JSUT CEJC Hybrid

明瞭性 3.87 2.04 2.98

日常会話音声らしさ 2.56 3.40 3.34

変えずに条件だけをランダム化して刺激セット
を作成した。
評価実験は，20代の男性 8人,女性 2人の計 10

人に対して実施した。実験参加者には，評価用
ウェブページから刺激を 1発話ずつ再生し，明
瞭性と日常会話音声らしさをそれぞれ 5段階で
評価するよう指示した。日常会話音声らしさは，
5を「家族，親戚，知人などと話しているように
聞こえる」，1を「何かを読み上げているように
聞こえる」と設定した。

4.2 実験結果
合成音声を聴き比べたところ，Hybridモデル

は，CEJCモデルと比べて雑音の少ない音声を
合成することができた。
Table 1に，明瞭性および日常会話音声らしさ

の平均評価値を示す。また，Fig. 1と Fig. 2に，
各刺激に対する明瞭性と日常会話音声らしさの
平均評価値の分布を示す。
明瞭性および日常会話音声らしさの評価に音

声合成モデルが与える影響を検討した。各刺激に
対する明瞭性および日常会話音声らしさの評価の
実験参加者全体にわたる平均値の分布に対し分散
分析を実施したところ，音声合成モデル (3水準)

の主効果がいずれも有意であった (p < 0.001)。
また，多重比較を行ったところ，日常会話音声ら
しさにおける CEJCと Hybridの間の差を除き，
全ての組み合わせで平均値の差が有意であった
(p < 0.001)。
まとめると，日常会話音声らしさは CEJCモ

デルとHybridモデルが JSUTモデルに比べ高く
評価された。また，HybridモデルではCEJCモ
デルと同程度の日常会話音声らしさを保ちつつ，
CEJCモデルよりも明瞭な音声が合成できるこ
とが示された。

4.3 考察
提案法によって，日常会話音声らしさを残しつ

つ，合成音声の品質を改善できた。しかし，読み
上げ音声のモデルに比べて明瞭性は約 0.9ポイン
ト低い。会話音声には聞き手反応のような短い
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Fig. 1 明瞭性の評価実験結果
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Fig. 2 日常会話音声らしさの評価実験結果

発話が多く含まれるが，このような発話の合成
音声の品質は低くなる傾向があった。会話音声
はそもそも読み上げ音声ほど明瞭ではないので，
明瞭性は高いほど良いという単純なものではな
く，より適切な品質評価法が必要である。

5 おわりに
本研究では，日常会話コーパスの韻律情報を用

いた日常会話音声合成を提案した。実験の結果，
ハイブリッドモデリングによって，日常会話らし
さを残しつつ，品質がある程度改善された音声
を合成することが可能ということが示された。
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